
流域治水の推進について

問　気候変動がもたらす激甚化
する水害の対策では、堤防の強
化や河道の掘削、雨水幹線の整
備等、現在の治水対策を加速す
るとともに、流域全体を俯

ふ
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河川への雨水流出抑制対策や流
域における雨水貯留機能の充実
等、流域治水を柱に据えた治水
対策が必要と考えるがどうか。

答（市長）国が流域治水を推進
する背景には、近年の激甚水害

の頻発や、今後も気候変動によ
る降水量の増大、水害の激甚化、
頻発の予測がある。市としては、
国や県、流域自治体と連携しな
がら、水害を軽減させる事前防
災対策に取り組み、安全安心の
確保に努めたい。
答（総務部長兼危機管理監）古
河市地域防災計画に河川改修、
雨水流出抑制施策の推進、雨水
貯留施設等の設置についての項
目があり、流域治水関連法に基
づき再度見直し、文言の追加を
行っていきたい。

帯状疱疹ワクチン接種費用の助
成について
問　日本人の成人の 90％は、
帯状疱疹の原因ウイルスが体内
に潜伏している。ワクチン接種
を行うことで、免疫力が高めら
れ、発症や重症化を抑えること
ができる。市民の健康を守るた
めにも、帯状疱疹ワクチン接種
費用の一部助成の推進が必要と
考えるがどうか。

答（市長）帯状疱疹については、
ワクチン接種により発症を低減
し、重症化を予防できると伺っ
ている。市民の健康を守る観点
からも、ワクチン接種の必要性
は高いと理解している。国が定
期接種化を検討している審議会
の動向を注視していきたい。

子宮頸がん予防ワクチン接種に
ついて
問　子宮頸がんワクチン接種の
積極的勧奨が再開され、来年度
から接種が始まる見通しとなっ
た。定期接種対象者への通知実
施や、勧奨中止の間に接種を逃
した方への救済措置など市の所
見、課題等を伺う。

答（健康推進部長）積極的勧奨
の再開については、厚生労働省
より令和 4 年 4 月からの順次
実施や留意点が示された。今後

の通知方法は古河市予防接種委
員会で検討していきたい。救済
措置に関しては、国が公費によ
る接種機会の提供等に向けて議
論を開始している。市としては
方針が決定し次第、医療機関等
と連携し取り組んでいく。

子ども食堂助成事業導入につい
て
問　子どもが一人でも行けて無
料や低額で利用、また孤食の解
消や食育、さらに交流の場の役
割を果たす子ども食堂であるが、
ボランティアの協力や資金など
の課題も多い。アプリケーショ
ン「ごちめし」を活用し、登録
している飲食店で食事の提供を
受けることは貧困家庭やコロナ
禍では必要であると考えるが市
の所見、課題等を伺う。

答（福祉部長）「ごちめし」は
不特定の子どもの飲食費を軽減
できるが、地域に密着したコ
ミュニティーの場となることが
理想と考える子ども食堂の理念、
目的とは異なるアプローチ方法
と感じる。それらをどう整理し
ていくか、また、事業に参加し
ていただける飲食店の募集や提
供食数、費用の助成、資金調達
が課題である。アプリの活用で、
子どもが食事を食べられる効果
はあると思うので、今後、手法
について研究したい。
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